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本書利用の手引き

■調査・集計の概要
調査の目
的

　本書は，病院における現在の賃金実態をできる限り正確に把握し，各
病院が適正な賃金管理を行っていくうえでの参考に資するため，産労総
合研究所附属　医療経営情報研究所が2023年 8 月にアンケート調査を実
施。賃金改定に際しても役立つよう，統計のみでなく，個別病院の実態
もできる限り詳細に紹介しました。

調査時期 　2023年 8 月に調査票を発送し， ９月下旬までに到着した99病院を集計
の対象とした。集計病院数の内訳は，以下のとおりです。

回答病院
総　　　　数

病床規模別回答病院数

400床以上 200～399床 100～199床 100床未満

病院数 99 16 40 33 10

調査対象 　全国の病院3,000施設に対するアンケート調査

調査項目 ①職種別・経験年数別の月額賃金および職位別の月額賃金と役付手当
……�2023年 6 月に実際に支払われた賃金（所定内・所定
外賃金の合計額。ただし通勤手当は除く）。

②賞与・一時金……2022年年末および2023年夏季の賞与・一時金

本調査に
おける賃
金の定義

所定内賃金

月
　
額
　
賃
　
金

基本賃金

諸手当

所定外賃金

所定の労働日・労働時間内の労働に対して支払われる賃
金。
一般に言う基本給（基本賃金）と基本給を補完するものと
しての諸手当の合計額。ただし通勤手当は除く。
本給，本俸，年齢給，能力給，職能給，職務給，調整手
当，勤続手当，資格手当（医師手当，看護師手当等々）
役付手当，家族（扶養）手当，住宅手当，研究手当，往診
手当，特殊勤務手当（放射線手当等），精皆勤手当

時間外手当：残業手当，休日出勤手当，深夜勤手当，夜
間看護（深夜・準夜）手当，早出・遅出手当，宿日直手当，
待機手当，呼出手当を含む手当
その他：上記，時間外手当の項目以外として病院におい
て特別項目として付けている手当

年間賃金 （2023年６月の所定内賃金×12）＋（2022年年末賞与・一時金＋2023
年夏季賞与・一時金）

経験年数 中途採用者の場合の経験（勤続）年数については，他病院の経験年数
を当該病院の給与規定により換算した年数を加えて設定するものと
しました。
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集　　計 　回答病院を全集計した「調査計」，病床数により 4 段階に区分した
「病床規模別集計」，全国を 7ブロックに分けた「地域別集計」の 3と
おりの平均値を算出。
病床規模区分
　•400床以上（A）／200～399床（B）／100～199床（C）／100床未満（D）
地域区分
　•北海道
　•東北…青森，岩手，宮城，秋田，山形，福島
　•関東…栃木，群馬，茨城，千葉，埼玉，東京，神奈川
　•中部…新潟，富山，福井，石川，長野，山梨，岐阜，静岡，愛知
　•近畿…京都，大阪，兵庫，奈良，和歌山，滋賀，三重
　•中国・四国…鳥取，島根，岡山，広島，山口，徳島，香川，愛媛，高知
　•九州・沖縄…福岡，佐賀，長崎，熊本，大分，宮崎，鹿児島，沖縄
全国平均
　•�政令指定都市（20市）ならびに東京23区（令和 4年 4月 1日現在）
札幌市，仙台市，さいたま市，千葉市，横浜市，川崎市，相模原市，
新潟市，静岡市，浜松市，名古屋市，京都市，大阪市，堺市，神戸
市，岡山市，広島市，北九州市，福岡市，熊本市

　•その他（政令指定都市ならびに東京23区を除いた地域を指す）

■本書利用上の留意点  
集計結果 1.�　本調査は2023年 6 月現在に在籍する職員を対象とし，職種別に経験

（勤続）年数を設定してとらえたものです。また，該当者が複数在籍
している場合には，標準的な者を設定することとしました。職位別賃
金については，該当者が複数在籍している場合には，同一職位の者の
代表者の値をとることとしました（パート，アルバイトは除く）。
　�　したがって，モデル賃金とは異なり，経験年数の増加に伴って逐次
上昇するとは限らず，また，回答病院には在籍該当者がいない場合も
あるために，部分的には統計数値に凸凹が生じているところがありま
す。

集計病院
数

2.�　医師の賃金は，常勤医師のみの数値です。

　当該項目ごとの集計病院数。集計病院数（回答数）が特に少ない場
合，多い場合には，特殊な数値が十分均らされずに表示されることがあ
りますので，自病院にて活用していただく際には注意が必要です。
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Ⅰ．経営戦略と連動した人事・賃金制度の構築を！

１．これからの病院の賃金施策

　2023年の春闘は、日本経済団体連合会の調
査によると大手企業は16業種136社の賃金引
き上げ額が加重平均で13,362円（賃上げ率
3.99％）と、対前年比5,800円増（1.72ポイ
ント上昇）、中小企業は17業種367社の加重平
均で8,012円（同3.00％）と対前年比2,976円
増（1.08ポイント上昇）で、どちらも30年ぶ
りの高水準であった。
　このように、企業の賃金が上昇する中、
2023年の人事院勧告（給与勧告）は、完全実
施することが決定している。ちなみに、月例
給と賞与がともに引き上げられるのは2022年
に続き 2年連続であり、また、2023年の勧告
は過去 5 年の平均と比べて約10倍のベース
アップだという。こちらも高水準である。
2023年の勧告の主なポイントを確認すると、

まず月例給は民間給与との格差（3,869円）
を解消するため、俸給表が引き上げ改定され
る。その内訳は、俸給3,431円、俸給の改定
により諸手当の額に跳ね返る分は438円と
なっている。　　
　そして、行政職俸給表（一）においては、
初任給を「一般職試験（高卒者）7.8％
（12,000円）、一般職試験（大卒程度）5.9％
（11,000円）、総合職試験（大卒程度）5.8％
（11,000円）」引き上げる。このように、初任
給や若年層に重点を置き、そこから改定率を
逓減させる形で引き上げ改定がされるという
ことである。
　すなわち、平均改定率は全体で1.1％だが、
1 級5.2％、 2 級2.8％、 3 級1.0％、 4 級
0.4％、 5級以上0.3％となっている。
　最近の病院の賃金改善も人事院勧告と同様
に、初任給を上げたり下位等級へ配分する傾
向が強いが、若年労働力人口（15歳から34

調査対象　無作為抽出による全国の病院3,000施設
調査項目　職種別経験年数別の月額賃金および職位別の月額賃金と役付手当
　　　　　　月額賃金……�2023年 6 月に実際に支払われた賃金（所定内・所定外賃金の合計額。ただ

し通勤手当は除く）
　　　　　　賞与・一時金……2022年年末および2023年夏季の賞与・一時金
調査時期　2023年 8 月に調査票を発送。集計病院数の内訳は，以下のとおり。

　　　　　
回答病院
総　　数

病床規模別回答病院数
400床以上 200～399床 100～199床 100床未満

病院数 99 16 40 33 10

集　　計　�回答病院を全集計した「病院計」，病床数により 4段階に区分した「病床規模別集計」，全
国を 7ブロックに分けた「地域別集計」の 3とおりの平均値を算出。

調査・集計の概要

解　説
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歳）が減り続ける中では若い人材を確保する
ための当然の対策といえる。
　企業や公務員の賃金が上がる一方で、病院
に賃金を上げる力があるのかが気になるとこ
ろである。そこで、コロナ禍前の平時である
2018年の病院種類別の人件費比率や医業利益
率等を確認してみたい。
　参考図表に、厚生労働省の「病院経営管理
指標」より抜粋した統計数値を掲載した。上
段が医療法人で下段が自治体病院であるが、
自治体病院ではすべての種類において医業利
益率は大幅な赤字である。なお、主な費用と
して、②人件費比率、③委託費比率、④材料
費比率、⑤医薬品費比率を取り上げ、この 4
つの比率を加えてみたが100％を超えていて
は黒字になるはずがない。医療法人の病院の
数値を見ると、この 4つの比率の合計の目安
としては80％程度であれば経営的に問題はな
いものと推察する。
　すなわち、自治体病院が赤字の要因は、委

託費比率も材料費比率や医薬品比率も医療法
人に比べて高いなど、さまざまな理由が考え
られるが、やはり人件費の高さが経営を圧迫
しているといっても過言ではない。人件費比
率が一般病院で61.3％、ケアミックス病院で
は71.4％と70％を超えている。この人件費比
率が高い原因は、自治体病院のほうがすべて
の種類の病院で職員 1人あたり人件費が明ら
かに高いことが挙げられる。例えば、一般病
院では自治体病院のほうが医療法人よりも
1,244千円も高額な賃金が支払われている。
これに対し職員 1人あたり医業収益は自治体
病院が医療法人よりも509千円多いだけである。
　自治体病院は各自治体が定めた賃金や人事
評価で運用されており、病院に適した人事・
賃金制度ではないところに問題があると考え
る。昔、筆者がお世話になった方が某自治体
病院の経営を任されたときに、かなり苦戦を
され議会で責められて困ると嘆いていたが、
収入は診療報酬という公定価格であり、賃金

＜参考＞　賃金の構成要素と本調査の所定内・所定外の区分等

月
額
賃
金

所定内賃金

本給，本俸，年齢給，能力給，職能給，職務給，調整手当，勤続手当，
資格手当（医師手当，看護師手当等々）

役付手当，家族（扶養）手当，住宅手当，研究手当，特殊勤務手当（放
射線手当等），精皆勤手当

時間外手当：残業手当，休日出勤手当，深夜勤手当，夜間看護（深夜・
準夜）手当，早出・遅出手当，宿日直手当，往診手当，待機手当，呼出
手当を含む
その他：上記，時間外手当の項目以外として病院において特別項目とし
て付けている手当

基本賃金

諸 手 当

所定外賃金

（2023 年６月の所定内賃金×12）＋（2022 年年末賞与・一時金＋2023 年夏季
賞与・一時金）の合計額

※本調査では，中途採用者の場合の経験（勤続）年数については，他病院の経験年数を当該病院の給与規程によ
　り換算した年数を加えて設定したものを回答していただいています。

年 間 賃 金

所定の労働日・労働時間の労働に対して支払われる賃金（基本賃金と諸
手当の合計額）。
一般的にいう基本給（基本賃金）と基本給を補完するものとしての諸手
当の合計額。ただし通勤手当は除く。
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も国が決めた方針に沿って上げていかなけれ
ばならない自治体病院では、もともと黒字に
することなど困難な経営体質なのである。こ
れらのことから、人事・賃金制度を自院に
合った形で整備することができない病院で
は、自治体病院と同様の結果が待ち受けてい
るものと推察する。
　企業等の賃金の上昇や少子高齢社会で職員
の高齢化も進むといった環境下で、病院にお
ける人事・賃金戦略は重要な局面を迎えてい
る。若い人材を確保するために若い年代の賃
金改善をしつつ、組織に貢献してくれている

優秀な人材の賃金も改善しなければ優秀な中
堅職員が残ってくれない。やはり、人件費比
率が60％というような労働集約型の病院にお
いては、いかにうまく賃金を配分するととも
に目標管理などを活用し人材をマネジメント
して生産性を上げ、職員 1人あたり医業収益
を上げられるかが大きなポイントとなる。そ
して、依然として人事・賃金制度といった仕
組みが整備されていない病院があることから
すれば、経営をよくしていく余地はまだ残さ
れているといえる。

参考図表　病院種類と人件費比率等と経営状況（２０１８年度）

病院種類 一般病院 ケアミックス
病　　　　院 療養型病院 精神科病院

医療法人

①医業利益率 1.4％ 1.4％ 2.1％ 2.2％

②人件費比率 56.7％ 60.9％ 61.0％ 62.8％

③委託費比率 5.4％ 5.6％ 5.4％ 5.9％

④材料費比率 17.8％ 12.7％ 9.2％ 9.2％

⑤医薬品費比率 8.2％ 6.4％ 4.3％ 5.2％

⑥職員１人あたり人件費 6, 675千円 5, 925千円 5, 674千円 5, 936千円

⑦職員１人あたり医業収益 11, 974千円 9, 649千円 9, 692千円 9, 456千円

②+③+④+⑤ 88.1％ 85.6％ 79.9％ 83.1％

自治体病院

①医業利益率 －9.1％ －14.2％ －8.8％ －14.5％

②人件費比率 61.3％ 71.4％ 69.6％ 65.0％

③委託費比率 9.7％ 10.2％ 9.0％ 12.2％

④材料費比率 22.1％ 16.3％ 11.0％ 10.6％

⑤医薬品費比率 12.2％ 8.3％ 7.1％ 6.8％

⑥職員１人あたり人件費 7, 919千円 7, 600千円 7, 452千円 8, 275千円

⑦職員１人あたり医業収益 12, 483千円 10, 091千円 10, 784千円 8, 485千円

②+③+④+⑤ 105.3％ 106.2％ 96.7％ 94.6％
※厚生労働省「平成30年度病院経営管理指標」より抜粋
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